
１．技術体系の特徴

人 ａ

1 千円 4 円
2 千円 5 時間
3 千円

２．資本装備と減価償却費

数 量
所 有
割 合

耐 用
年 数

千円
1 1 24
1 1 34

50 1 15

1 1 7
1 1 5
1 1 4
1 1 4

1 1 7

1 1 7

1 1 7
3 1 7
1 1 7
1 1 7

1 1 7

建
物
・
施
設

農
機
具

作業収納舎99㎡
貯蔵庫66㎡

スピードスプレヤー（SS）

トラック（軽）

動噴

 不知火等SS防除

5.0MPa、30L/min、ホース自動整
列巻き付き

ﾛｰﾗｺﾝﾍﾞｱ・ｺﾝﾃﾅﾀﾞﾝﾊﾟｰ・ﾎﾞｯｸｽ付
昇降機

1.露地みかんと中晩柑を組み合わ
せたかんきつ専業経営
2.普通温州は高糖度系温州を主体
とし、ヒリュウ台苗木を導入
3.園内道を一体的に取り付け、ｽﾋﾟｰ
ﾄﾞｽﾌﾟﾚｰﾔ（SS）と肥料散布機を導入
4.周年雇用体系による大規模経営
5.マルチ巻上げ装置の導入による
被覆面積の拡大と作業の省力化
6.ｺﾝﾃﾅﾊﾝﾄﾞﾘﾌﾄとｺﾝﾃﾅﾀﾞﾝﾊﾟｰによ
るｺﾝﾃﾅ積み上げ・選果作業の省力
化
7.ｳｯﾄﾞﾁｯﾊﾟｰによるせん定枝搬出作
業の省力化

年 間
償 却 額

千円

14,390
2,031

コンクリートブロック
196

１人当たり年間労働時間24,693

取得価格

4,704

35,650
経営目標

農業総収入

かんきつ
専業

露地500ａ
（ＳＳ防除

体系）

経営耕地
面積

自作地300ａ
借入地200ａ

3.0
500

鉄骨組み

10,957

１日当たり農業所得
農業経営費
農業所得

種類・規模

合計

型式・構造・能力

7,500 250

3,485 102

園内道（単位10ａ） 2.0m幅、部分的に舗装

15,689 549計
4WD-4WS　1,000L　49kw 8,208 586

トラック（普通） 2ｔ積み 2,650 265
0.35ｔ積み、4WD 872 109

354 25
刈払い機

377 47

自走ｺﾝﾎﾟｽﾄｷｬｽﾀ（傾斜地散布ｱ
ﾀｯﾁ）2.3Kw、ﾎｯﾊﾟｰ200㍑

603

小型運搬車 3kw、リフトダンプ付き

想定した経営類型  かんきつ専業大規模経営（露地、SS防除体系）

 早生温州SS防除 200

 普通・高糖度系温州SS防除 100

経営・技術の特徴

50

100

品目・栽培型及び規模

 極早生温州SS防除 50

経営類型
家族

労働力

 させぼ温州SS防除

16,519計 1,323

43

313 22

肥料散布機

ウッドチッパー 7.4ｋｗ、2.2㎥/ｈ 1,231 88

コンテナハンドリフト
天井レール式（高さ5m以下）、標
準30kgコンテナ用フック、ブレーキ
付き

769 55

選果機の付属装置 1,010
72

排気量20.9ml 132 9
選果機 ドラム式、5連自動選果
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３－１．技術体系（極早生温州）：かんきつ専業Ⅰに準ずる。（448～449ページ参照）

３－２．技術体系（早生温州）：かんきつ専業Ⅰに準ずる。（450～451ページ参照）

３－３．技術体系（させぼ温州）：かんきつ専業Ⅰに準ずる。（452～453ページ参照）

３－４．技術体系（普通温州）：かんきつ専業Ⅰに準ずる。（454～455ページ参照）

※ただし、施肥および収穫出荷については下記のとおり

３－１．技術体系（極早生温州） （10ａ当たり人、時間）

技術
内容

作業
時間

使用
機械
器具

組み
作業
人員

実
作業
時間

延べ
作業
時間

施肥

春肥

初秋肥

秋肥

３/上

10/上

10/下

肥料散
布機

1 1.5 1.5

配合肥料
(N：8%)100kg

(N：8%)150kg

・ 肥料の種類、施肥量は土壌条件、樹
勢などにより調整する。
・ 年間の窒素施肥割合
　　　春肥   　40％
　　　初秋肥   30％
      秋肥　　 30％
・ 樹勢回復のため、秋肥は2回に分けて
施用する。

収穫 3 16 48

選別
出荷

2 2 4

３－２．技術体系（早生温州）

３－３．技術体系（させぼ温州）

施肥

春肥

夏肥

秋肥

３/中

５/下

11/下

肥料散
布機

1 1.5 1.5

配合肥料
(N：8%)90kg

(N：8%)70kg

(N：8%)100kg

・ 肥料の種類、施肥量は土壌条件、樹
勢などにより調整する。
・ 年間の窒素施肥割合
　　　春肥   　35％
　　　夏肥     25％
      秋肥　　 40％
・ 隔年結果を防止するためにも肥料は
適量施用する。

収穫 3 18 54

選別
出荷

2 3 6

収穫
出荷

10/下
～
11/下

11/下
～
12/中

ﾄﾗｯｸ
ｺﾝﾃﾅﾊ
ﾝﾄﾞﾘﾌﾄ
ｺﾝﾃﾅﾀﾞ
ﾝﾊﾟｰ

コンテナ ・ 適期収穫に努め、果実の取り扱いは
ていねいに行う。
・ 家庭選果の徹底に努める。
・コンテナハンドリフトによる積み上げ積
み下ろし作業の軽労化とコンテナダン
パー活用による選果作業の省力化を図
る。

収穫
出荷

９/下
～
10/中

ﾄﾗｯｸ
ｺﾝﾃﾅﾊ
ﾝﾄﾞﾘﾌﾄ
ｺﾝﾃﾅﾀﾞ
ﾝﾊﾟｰ

コンテナ ・ 出荷基準に達した果実から分割採取
する。
・ 適期収穫に努め、果実の取り扱いは
ていねいに行う。
・ 家庭選果の徹底に努める。
・コンテナハンドリフトによる積み上げ積
み下ろし作業の軽労化とコンテナダン
パー活用による選果作業の省力化を図
る。

作業
の
種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項
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３－４．技術体系（普通温州）

技術
内容

作業
時間

使用
機械
器具

組み
作業
人員

実
作業
時間

延べ
作業
時間

施肥

春肥

夏肥

秋肥

３/下

５/下

11/下

肥料散
布機

1 1.5 1.5

配合肥料
(N：8%)110kg

(N：8%)80kg

(N：8%)120kg

・ 肥料の種類、施肥量は土壌条件、樹
勢などにより調整する。
・ 年間の窒素施肥割合
　　　春肥   　35％
　　　夏肥     25％
      秋肥　　 40％
・ 隔年結果を防止するためにも肥料は
適量施用する。

収穫
12/上
 ～
12/下

3 18 54

選別
出荷

12/中
 ～
２/上

2 4 8

３－５．技術体系（不知火等）：かんきつ専業Ⅰに準ずる。（456～457ページ参照）

※ただし、施肥および収穫出荷については下記のとおり

（10ａ当たり人、時間）

技術
内容

作業
時間

使用
機械
器具

組み
作業
人員

実
作業
時間

延べ
作業
時間

施肥

春肥

夏肥

初秋肥

秋肥

３/上

５/下

９/上

10/下

肥料散
布機

1 2 2

配合肥料
(N：12%)70kg

(N：12%)70kg

(N：12%)40kg

(N：12%)40kg

・年間の施肥割合
　　　　春肥　：30%
  　　　夏肥　：30%
  　　　初秋肥：20%
  　　　秋肥  ：20%
・施肥量が多すぎると細根が少なくな
り、酸含量の減少が遅れるので注意す
る。

収穫
１/中
 ～
２/下

2 22 44

選別
出荷

３月 2 6 12

使用資材 技術の重要事項

収穫
出荷

ﾄﾗｯｸ
ｺﾝﾃﾅﾊ
ﾝﾄﾞﾘﾌﾄ
ｺﾝﾃﾅﾀﾞ
ﾝﾊﾟｰ

コンテナ ・収穫前に雨が多いと水腐れ症が発生
するので、収穫時が多雨の年は早めに
収穫する。
・収穫時に凸部分にハサミ傷をつけない
よう注意する。
・ｺﾝﾃﾅの底にﾏｯﾄを敷き、果実は転がさ
ないよう注意する。
 コンテナハンドリフトによる積み上げ積
み下ろし作業の軽労化を図る。

作業
の
種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

収穫
出荷

ﾄﾗｯｸ
ｺﾝﾃﾅﾊ
ﾝﾄﾞﾘﾌﾄ
ｺﾝﾃﾅﾀﾞ
ﾝﾊﾟｰ

コンテナ ・適期収穫に努め、果実の取り扱いはて
いねいに行う。
・貯蔵に当たっては3％程度の予措を行
う。
・貯蔵温度5～6℃、湿度80％を目標とす
る。
・入庫量は250～300kg/㎡とする。
・家庭選果の徹底に努める。
・ コンテナハンドリフトによる積み上げ積
み下ろし作業の軽労化とコンテナダン
パー活用による選果作業の省力化を図
る。

作業
の
種類

栽培技術 作業体系
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５
．
作

業
別

・
旬

別
労

働
時

間
（
1
0
ａ
当

た
り
時

間
）

１
）
極
早
生
温
州
（
Ｓ
Ｓ
防
除
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計
間
伐
せ
ん
定

2
3

3
3

3
2

1
6

土
壌
改
良

4
3

7
草
生
管
理

2
2

2
1
.5

1
.5

9
ﾏ
ﾙ
ﾁ
管

理
6

0
.5

1
7
.5

施
肥

0
.5

0
.5

0
.5

1
.5

防
除

0
.5

0
.5

1
1

1
1

1
0
.5

1
0
.5

0
.5

8
.5

摘
果

1
0

5
5

1
0

5
5

4
0

収
穫
出
荷

1
6

1
8

1
8

5
2

そ
の
他

2
2

2
2

1
2

2
2

1
5 0

計
0

0
4

5
3

3
3
.5

5
4

4
.5

2
1

2
.5

6
3

1
1
0

8
.5

1
0

8
1
1
.5

0
0
.5

7
.5

7
1
6
.5

1
8
.5

1
8

1
.5

0
0

0
0

0
0
.5

月
計

２
）
早
生
温
州
（
Ｓ
Ｓ
防
除
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計
間
伐
せ
ん
定

2
3

3
3

3
2

1
6

土
壌
改
良

4
3

7
草
生
管
理

2
2

2
1
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8

ﾏ
ﾙ
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管

理
6

0
.5
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7
.5

施
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.5
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除

0
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1
1

1
1
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0
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1
0
.5

0
.5

8
.5

摘
果

1
0

5
5

1
0

5
5

4
0

収
穫
出
荷

6
1
8

2
7

9
6
0

そ
の
他

2
2

2
2

1
2

2
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1
5 0

計
0

0
4

5
3

3
3

5
.5

4
4
.5

2
1
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3
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1
0

1
3

6
0
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3
1

5
1
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2
2

5
5

0
6
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1
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2
7

1
0
.5

0
0

0
.5

月
計

３
）
さ
せ
ぼ
温
州
（
Ｓ
Ｓ
防
除
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計
間
伐
せ
ん
定

2
3

3
3

3
2

1
6

土
壌
改
良

4
3

7
草
生
管
理

2
2

2
1

1
8

ﾏ
ﾙ
ﾁ
管

理
6

0
.5

1
7
.5

施
肥

0
.5

0
.5

0
.5

1
.5

防
除

0
.5

0
.5

1
1

1
1

1
0
.5

1
0
.5

0
.5

8
.5

摘
果

1
0

5
1
0

5
1
0

4
0

収
穫
出
荷

2
7

2
7

6
6
0

新
梢
管
理

2
2

4
そ
の
他

2
2

2
2

1
2

2
2

1
5 0

計
0

0
4

5
3

3
3

5
.5

4
4
.5

2
3

4
.5

0
9
.5

1
0

3
1

0
1
3
.5

6
0

0
.5

1
2

7
0

0
1
0

0
0

0
.5

2
8
.5

2
7

6
0
.5

月
計

1
6
7
.5

2
9

3
3
.5

4
1
1

1
2
.5

9
.5

1
4
.5

6
.5

1
9

1
0

9
1
0

1
1

1
2

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
1

1
2

1
5
6
.5

9
1
2

3
1

3
8

0
0
.5

1
6
3
.5

7
8

9
.5

1
6
.5

9
1
1
.5

5
5
.5

0
.5

8
9

1
0

1
2

4
1
1

1
2
.5

7
.5

3
4

1
1
.5

1
9
.5

5
6

1
4

41
4

4
1
1

1
2
.5

7
.5

5
6

7

1
2

1
2

3
4

1
2

3
4

5
6
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４
）
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通
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（
Ｓ
Ｓ
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除
）
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／
月
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計
間
伐
せ
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